
省

令

職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省

令
第
九
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
基
準
）

（
法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
基
準
）

第
二
条

法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

に
つ
い
て
、当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

第
二
条

法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

に
つ
い
て
、当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一

訓
練
を
行
う
者

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
者
で
あ
る
こ
と
。

一

訓
練
を
行
う
者

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ

職
業
訓
練
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
職

業
訓
練
（
以
下「
申
請
職
業
訓
練
」と
い
う
。）

に
つ
い
て
、
当
該
申
請
職
業
訓
練
を
開
始
し

よ
う
と
す
る
日
か
ら
遡
っ
て
三
年
間
に
お
い

て
、
当
該
申
請
職
業
訓
練
と
同
程
度
の
訓
練

期
間
及
び
訓
練
時
間
の
職
業
訓
練
を
適
切
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。

イ

職
業
訓
練
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
職

業
訓
練
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
三
条
の

三
に
お
い
て
「
申
請
職
業
訓
練
」
と
い
う
。）

に
つ
い
て
、
当
該
申
請
職
業
訓
練
を
開
始
し

よ
う
と
す
る
日
か
ら
遡
っ
て
三
年
間
に
お
い

て
、
当
該
申
請
職
業
訓
練
と
同
程
度
の
訓
練

期
間
及
び
訓
練
時
間
の
職
業
訓
練
を
適
切
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。

ロ

申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
者
が
過

去
に
申
請
職
業
訓
練
と
同
一
の
分
野
に
係
る

認
定
職
業
訓
練
（
法
第
四
条
第
二
項
に
規
定

す
る
認
定
職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

を
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
実
績
が

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

ロ

申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
者
が
過

去
に
申
請
職
業
訓
練
と
同
一
の
分
野
に
係
る

認
定
職
業
訓
練
（
法
第
四
条
第
二
項
に
規
定

す
る
認
定
職
業
訓
練
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

を
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
実
績
が

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

（
略
）

（
略
）

申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
都
道

府
県
と
同
一
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お

い
て
、
連
続
す
る
三
年
の
間
に
二
以
上
の

単
位
の
当
該
認
定
職
業
訓
練
に
つ
い
て
、

当
該
認
定
職
業
訓
練
の
修
了
者
等
の
就
職

率
が
、

の

及
び

に
掲
げ
る
認
定
職

業
訓
練
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

の

及
び

に
定
め
る
割
合
を
下
回
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一

年
を
経
過
し
た
日
以
後
に
、
再
び

の

及
び

に
掲
げ
る
認
定
職
業
訓
練
の
区
分

に
応
じ
、
連
続
す
る
三
年
の
間
に
二
以
上

の
単
位
の
当
該
認
定
職
業
訓
練
に
つ
い

て
、

の

及
び

に
掲
げ
る
認
定
職
業

訓
練
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

の

及
び

に
定
め
る
割
合
を
下
回
る
も
の
で

な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
認
定
職
業
訓

練
の
修
了
者
等
の
就
職
率
が
再
び
そ
れ
ぞ

れ

の

及
び

に
定
め
る
割
合
を
下
回

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
日
か
ら
起
算

し
て
五
年
を
経
過
す
る
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
都
道

府
県
と
同
一
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お

い
て
、
連
続
す
る
三
年
の
間
に
二
以
上
の

単
位
の
当
該
認
定
職
業
訓
練
に
つ
い
て
、

当
該
認
定
職
業
訓
練
の
修
了
者
等
の
就
職

率
が
、

の

及
び

に
掲
げ
る
認
定
職

業
訓
練
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

の

及
び

に
定
め
る
割
合
を
下
回
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一

年
を
経
過
し
た
日
以
後
に
、
再
び

の

及
び

に
掲
げ
る
認
定
職
業
訓
練
の
区
分

に
応
じ
、
連
続
す
る
三
年
の
間
に
二
以
上

の
単
位
の
当
該
認
定
職
業
訓
練
に
つ
い

て
、

の

及
び

に
掲
げ
る
認
定
職
業

訓
練
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

の

及
び

に
定
め
る
割
合
を
下
回
る
も
の
で

な
い
こ
と
。

（
略
）

（
略
）

令和年月日 金曜日 第号官 報
〇
文
部
科
学
省
令
第
六
号

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
五
号
）
の
施
行
に
伴

い
、
及
び
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
文
部
科
学
省
関
係
省
令
の
整
理
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
二
月
十
二
日

文
部
科
学
大
臣

萩
生
田
光
一

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
文
部
科
学
省
関
係
省

令
の
整
理
に
関
す
る
省
令

第
一
条

次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
中
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十

一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、「
の
発
生
」
を「（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属

の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能

力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）で
あ
る
感
染
症
を
い
う
。）の
発
生
」
に
改
め
る
。

一

教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
文
部
省
令
第
二
十
六
号
）
附
則
第
四
十
二
項

二

教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
及
び
免
許
状
更
新
講
習
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
九
年
文
部
科

学
省
令
第
四
十
一
号
）
附
則
第
八
項

第
二
条

次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
中
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十

一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
を
「
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝

染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）で
あ
る
感
染
症
」
に
改
め
る
。

一

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
又
は
ま
ん
延
に
伴
う
教
育
職
員
免
許
法
第
九
条
の
二
第
三
項
及
び
教
育

職
員
免
許
法
及
び
教
育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
文
部
科
学
省

令
で
定
め
る
期
間
の
特
例
に
関
す
る
省
令
（
令
和
二
年
文
部
科
学
省
令
第
二
十
五
号
）
第
二
条

二

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
国
立
大
学
法
人
の
長
期
借
入
金
及
び
独
立
行
政
法

人
大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与
機
構
の
長
期
借
入
金
又
は
債
券
の
償
還
期
間
の
特
例
に
関
す
る
省
令
（
令
和
三
年

文
部
科
学
省
令
第
一
号
）
第
一
条

附

則

こ
の
省
令
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年

二
月
十
三
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
一
号

職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
七
号
）
第

四
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
二
月
十
二
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久


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